
北
海
道
出
漁
の
朕
況
と

今

後

の

対

策

漁

業

合

理

化

O
i
l
i
-
-

ー

ー

l

無

電

と

方

探

が

必

要

北
海
道
と
富
山
県
と
く
に
魚
津
市
と
は
水
産
関
係
に
於
て
も
密
接
な
関
係
に
あ
り
、

毎
年
約

七
、
八
百
名
も
出
漁
者
が
あ
る
、
今
年
も
鮭
鱒
ぬ
業
協
同
組
合
に
隷
属
す
る
多
数
の
経
蛍
者
の

下
約
二
十
隻
が
遠
く
北
海
道
沖
合
へ
出
漁
し
た
。
今
お
盆
を
期
に
一
時
故
郷
魚
津
市
へ
帰
ら
れ

た
全
組
合
組
合
長
島
崎
藤
左
衛
門
全

専
務
理
事
中
島
長
治
経
営
者
浜
多
勝
太
郎
の
各
氏

に
い
ろ
/
¥
と
、
漁
業
と
北
海
道
、
北
海
道
と
魚
津
の
関
係
、

将
来
の
漁
業
に
つ
い
て
話
し
て

頂
い
た
。

近
年
富
山
湾
に
獲
れ
る
魚
獲
高
は
次
第
に
低
下
し
遠
洋
漁
業

の
発
達
は
年
と
共
に
躍
に
な
り
富
山
湾
だ
け
で
は
狭
慌
を
感
ぜ

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
戦
後
一
時
的
に
と
ん
.
さ
し
て
い
た
出

稼
漁
業
も
昭
和
二
十
四
、
五
年
頃
か
ら
再
び
盛
ん
に
な
っ
て
他

府
県
か
ら
も
ど
し
/
¥
鮭
閥
、
烏
賊
、
タ
ラ
、
マ
グ
ロ
等
の
漁

業
に
出
漁
さ
れ
る
様
に
な
っ
て
き
た
。

戦
前
は
魚
津
地
区
か
ら
の
経
営
者
が
割
合
に
少
く
、
そ
の
多

く
は
他
に
履
倍
さ
れ
る
所
謂
出
援
が
多
か
っ
た
が
、
近
年
非
常

に
経
営
者
も
多
く
な
っ
て
い
る
。
今
年
富
山
県
か
ら
は
約
五
十

隻
、
そ
の
う
ち
魚
津
だ
け
で
二
十
隻
下
新
川
郡
で
二
十
隻
だ
か

ら
他
に
比
較
し
て
魚
種
と
北
海
道
と
は
深
い
関
係
に
あ
る
わ
け

で
、
そ
れ
だ
け
に
毎
年
あ
げ
る
牧
益
も
大
き
な
金
額
に
な
り
ま

す
。
然
し
そ
の
反
面
念
に
多
数
の
経
営
者
で
進
出
す
る
こ
と
は

拘
場
権
利
等
で
六
ケ
敷
し
い
訳
で
す
。

今
年
は
昨
年
に
比
べ
漁
躍
が
非
常
に
少
な
か
っ
た
の
で
す
が

こ
れ
は
、
潮
涜
等
の
関
係
で
魚
が
接
岸
し
な
か
っ
た
為
だ
と
思

い
ま
す
。
そ
れ
に
加
え
て
遠
く
沖
合
へ
出
る
、
即
ち
三
時
間
か

四
時
間
(
約
三
十
マ
イ
ル
)
が
普
通
だ
っ
た
も
の
が
二
十
時
間

も
三
十
時
間
も
沖
合
へ
出
ね
ば
漁
獲
さ
れ
な
い
と
云
っ
た
風
で

一
回
の
出
漁
に
十
日
も
十
五
日
も
か
L
る
し
、
そ
れ
で
も
幸
い

魚
群
に
会
へ
は
よ
い
が
、
そ
う
で
な
か
っ
た
場
合
は
漁
獲
も
非

常
に
少
く
な
る
。
従
っ
て
出
航
日
数
の
多
い
為
比
較
的
大
型
の

舵
で
し
か
も
無
電
、
方
向
探
知
機
等
を
整
備
し
た
優
秀
な
舵
が

要
求
さ
れ
る
の
で
、
漁
業
も
近
代
化
さ
れ
つ
L
あ
っ
て
昔
の
ま

え
で
は
お
ぼ
つ
か
な
い
わ
け
で
す
。

L
今
年
の
様
な
魚
の
接
岸
し
な
か
っ
た
為
予
想
し
な
い
不
漁
だ

っ
た
と
一
疋
ふ
こ
と

Z
そ
れ
に
つ
れ
て
漁
場
が
遠
距
離
に
な
っ
た
為
に
物
資
も
多
く

積
ま
ね
ば
な
ら
ず
般
も
大
型
が
要
求
さ
れ
た
こ
と

-
長
期
の
出
ぬ
の
た
め
に
無
線
や
方
探
が
必
要
に
な
っ
た
と
と

4.
網
等
の
整
備
や
流
失
等
に
対
す
る
対
策
が
必
要
な
こ
と

等
が
痛
感
さ
れ
た
の
で
す
が
、
今
後
市
に
於
て
も
優
秀
な
舵
頭

無
線
、
天
測
技
術
者
の
養
成
と
共
に
融
資
と
か
補
助
等
積
極
的

に
御
援
助
を
お
願
い
し
た
い
。

比
較
的
大
型
舶
を
要
求
さ
れ
た
鮭
縮
問
機
業
の
あ
と
烏
賊
漁
に

間
に
合
わ
な
い
様
に
な
る
舶
の
問
題
、
つ
ま
り
・
漁
業
の
裏
作
を

ど
う
す
る
か
云
ひ
か
へ
れ
ば
、

-m業
の
合
理
化
を
真
験
に
考
え

ね
ば
な
ら
ぬ
と
思
い
ま
す
。

叉
魚
津
は
出
ぬ
の
準
備
基
地
と
な
っ
て
い
る
状
況
だ
が
、
ま

だ
/
(
、••. 
こ
れ
に
対
す
る
設
備
が
な
く
、
給
水
設
備
や
、
共
同
染

網
設
備
と
共
に
舵
揚
場
、
修
理
場
な
ど
の
整
備
は
是
非
必
要
で

あ
り
ま
す
。

「
般
は
舵
頭
ま
か
せ
」
と
よ
く
呼
わ
れ
て
、
文
船
頭
の
責
任

の
重
大
き
を
示
し
て
い
る
が
、
出
漁
団
副
団
長
四
十
野
健
吉
外

三
名
の
舵
頭
さ
ん
等
は
次
の
様
に
語
ら
れ
た
。
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一
古
応
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一
帯
ノ

一
市
印

一
津
浜

一
魚

場

を

設

置

布

施

日

尾

地

区

に

H

今

後

の

試

金

石

H

県
の
奨
励
に
よ
h
'県
下
に
実
施
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
o

魚
種
市

さ
れ
て
居
り
魚
種
市
と
し
て
は
が
市
内
の
和
牛
の
自
給
を
図
り

初
め
て
の
試
み
で
あ
る
。
今
度
更
に
生
産
地
と
し
て
仲
び
る
だ

放
牧
し
た
和
牛
の
市
内
に
於
け
け
の
適
地
は
充
分
に
見
出
し
得

る
生
産
状
況
は
、
昨
年
三
十
頭
る
の
で
あ
る
か
ら
、
将
来
松
倉
、

で
あ
っ
て
、
更
に
県
外
よ
り
導
片
貝
、
上
野
方
等
山
野
に
お
い

入
し
た
も
の
は
二

=o頭
に
及
て
放
牧
場
設
置
の
可
能
で
あ
る

ん
だ
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
と
こ
ろ
は
多
い
の
で
あ
る
か
ら

主
と
し
て
先
進
地
鳥
取
県
よ
り
更
に
放
放
場
の
計
画
を
進
め
る

導
入
さ
れ
て
、
従
来
県
産
の
も
必
要
が
あ
り
ま
す
。

の
は
鳥
取
の
も
の
よ
り
見
劣
り
現
在
設
置
し
た
放
牧
場
は
、

が
す
る
し
、
優
秀
な
も
の
が
生
西
布
施
地
区
日
尾
の
部
落
よ
り

産
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

林
道
に
て
約
三
粁
の
地
点
に
あ

然
し
東
山
村
下
立
の
放
牧
場
に
り
、
標
高
二
五

O
か
ら
三

0
0

二
年
前
よ
り
放
牧
さ
れ
た
の
で
米
の
所
に
あ
り
、
主
と
し
て
雑

あ
る
が
、
そ
と
で
生
産
さ
れ
た
木
林
で
あ
っ
て
、
一

部
笹
及
か

仔
牛
は
県
外
の
先
進
地
に
も
劣
や
が
生
え
繁
り
杉
も
若
干
あ
り

ら
な
い
優
秀
な
も
の
が
生
産
さ
土
性
が
酸
性
が
強
い
の
で
牧
野

を
改
良
す
る
た
め
に
は
石
灰
叉

は
炭
カ
リ
の
施
用
が
必
要
で
す

今
後
牧
野
を
改
良
す
る
た
め
、

年
次
計
画
を
立
て
L
五
ヶ
年
で

草
生
を
改
良
せ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
先
づ
酸
性
土
壊
の
改

良
と
飼
料
木
(
英
国
ア
カ
シ
ヤ

青
島
ア
カ
シ
ヤ
、
イ
タ
チ
ハ
ギ
)

の
植
付
牧
草
ハ
ケ
シ
タ
ツ
キ
1

フ
エ
グ
ス
一
一
一
↓
、
レ
ツ
ト
グ
ロ

ノ

1
、
ラ
ジ
ノ
グ
ロ
パ

1
)

の

播
種
等
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

放

西牧

魚
津
市
の
農
業
の
発
展
を
期

す
る
上
に
お
い
て
忘
れ
る
こ
と

が
で
き
な
い
の
は
、
有
膏
農
業

の
張
輿
に
あ
る
こ
と
は
す
で
に

万
人
の
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
っ

て
、
特
に
広
大
な
る
山
林
原
野

の
飼
糾
資
源
を
包
含
し
て
い
る

当
市
と
し
て
、
こ
れ
を
活
用
す

る
と
共
に
、
更
に
牧
野
と
し
て

高
度
に
利
用
す
る
こ
と
が
念
務

で
あ
る
。

今
回
地
元
民
の
熱
意
あ
る
要

望
に
よ
り
、
西
布
施
及
天
神
地

区
に
ま
た
が
る
さ
五
町
歩
に
放

牧
場
が
設
置
せ
ら
れ
、
去
る
八

月
二
日
ご
十
頭
の
仔
牛
の
放
牧

そ
実
施
・い
ま
し
た
。

放
牧
場
に
つ
い
て
は
、
年
々

魚
津
市

だ
け
で
も
一
億
五
千
万
円
も
水
揚
さ
れ
る
と
言
わ
れ

る
魚
津
市
の
出
治
問
の
成
精
は川町
、王
、
船
頭
、
漁
夫
の
三
者
一

体
の
力

に
依
る
も
の
で
あ
っ
て
ど
れ
か
一
つ
欠
け
て
も
成
績
は

決
し
て
挙
が
ら
な
い
。
特
に
紘
一明
は
漁
礎
や
漁
夫
の
責
任
が
あ

る
の

で
非
常
な
苦
労
を
為
さ
ね
ば
な
ら
ぬ。

根
拠
地
の
絡
を
出
発
し
て
、
一

O
O
哩
二

O
O哩
の
海
上
速

く
鮭
鱒
の
漁
場
を
尋
ね
て
、
一

路
突
進
し
、

J

週
間
も
十
日
間

も、

根
拠
地

へ
は
照
ら
ず
、
全
く
の
海
上
生
活
で
、
見
渡
す
限

り
海
、
海
、
其
の
上
深
い
惑
が
絶
え
間
な
く
降
り
て
き
て
、

一

寸
先
も
見
え
な
い
こ
と
も
多
く
叉
強
烈
な
風
浪
に
悩
ま
さ
れ
る

ば
か
り
で
な
く
何
時
ソ
碗
の
取
組
舶
に
《皐
摘
さ
れ
る
か
わ
か
ら

ず
中
々
苦
労
が
多
い
。
此
の
時
に
是
非
欲
し
い
も
の
は
無
線
と

方
向
探
知
俄
で
あ
り
ま
す
。

無
線
が
あ
れ
ば
根
拠
地
と
絶
え
ず
連
絡
が
出
来
、
鮭
鱒
の
好

漁
場
を
指
示
し
、
漁
況
を
知
り
或
は
天
気
予
報
を
知
る
と
と
に

依
っ
て
、
我
身
に
振
り
か
L
る
危
険
を
予
知
す
る
な
ど
、
海
上

放 牧 した仔牛と 視察す る市 長

に
於
け
る
我
等
の
耳
目
と
な
る

叉
方
向
探
知
機
は
、
自
己
の

舟
の
位
置
を
知
り
、
般
の
運
航

が
自
由
に
知
ら
れ
る
か
ら
、
自

己
の
職
務
に
十
二
分
に
活
動
が

出
来
る
。

漁
場
に
は
富
山
県
を
始
め
、

近
く
は
石
川
県
や
東
北
六
県
の

各
地
か
ら
多
数
に
出
漁
し
て
い

る
の
で
、
こ
れ
等
の
般
団
と
競

争
し
て
優
位
な
成
績
を
挙
げ
ね

ば
な
ら
ぬ
。

魚
津
の
脂
頭
を
始
め
漁
夫
遥

の
漁
場
術
は
、
非
常
に
勝
れ
て

い
て
、
北
洋
で
有
名
で
あ
る。

只
優
秀
結
さ
え
得
ら
れ
L
ば、

他
の
船
団
に
決
し

て
劣
ら
な
い

|
|
、

近
代
的
な
装
備
を
持
つ
大
型

一
般
は
鮭
鱒
抑
業
に
是
非
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。

一

次
に
は
技
術
の
面
で
あ
る
。
技
術
の
優
劣
は
漁
礎
に
大
き
な

一
影
響
が
あ
る
の
は
勿
論
で
あ
る
が
、
長
年
月
の
経
験
か
ら
一
種

の
「
感
」
の
働
き
に
依
っ
て
好
総
場
を
見
出
し
漁
獲
を
挙
げ
る

一
と
と
が
出
き
る
。

一

般
頭
は
永
遠
に
般
顕
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
思
う
。
若
い

一
時
か
ら
鍛
え
挙
げ
た
腕
と
経
験
を
以
て
、
防
主
に
な
れ
ば
必
ず

一
よ
い
成
績
が
挙
げ
得
ら
れ
る
と
思
う
。
然
し
こ
れ
に
は
資
金
の

一
問
題
が
あ
る
。
或
は
漁
場
の
権
利
の
問
題
等
解
決
し
難
い
幾
つ

一
か
の
諸
問
題
が
あ
る
。
是
等
は
市
の
協
力
に
依
り
、

或
は
現
在

一
の
般
主
の
指
導
と
理
解
に
依
り
一

歩
で
も
前
進
さ

せ
て
欲
し
い

一
と
思
う
。

一

今
回
花
咲
港
に
は
県
の
連
絡
所
が
出
来
た
か
ら
、
魚
津
出
漁

一
民
約
八

O
O名
の
種
々
斡
旋
の
為
め
市
か
ら
一
名
位
指
導
員
を

一
派
遣
し
て
欲
し
い
。
叉
市
と
し
て
も
其
の
苦
労
の
現
況
を
現
地

↑
に
於
て
一
度
視
察
し
て
欲
し
い
。
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の

ハ
次
号
に
つ
ど
く
〉
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北
海
道
経
済
視
察
に
つ
い
て

魚
津
市
議
会
議
長
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よくち

た

め税
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民
納期限 8月 31日

期限までに納めましょう

分期

(第26号〉

2 第

市

関

5忽

口

今
年
の
作
柄
は
?

今
年
の
立
秋
頃
の
作
柄
は
ど

う
か
と
、
去
る
六
日
、
七
日
の

向
日
に
豆
り
、
作
柄
の
状
況
に

つ
い
て
第
二
回
目
の
検
査
を
行

い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
予
想
外

の
不
作
の
状
況
で
視
察
者
一
同

は
酷
い
て
い
ま
す
。

そ
の
概
況
は

一
、
分
襲
は
三
四
本
、
例
年
よ

り
少
な
い
。

七
月
二
十
六
日
か
ら
八
月
十
日
ま
で

七
月
=
十
六
日
(
日
〉

一

日
赤
富
山
支
部
社
員
総
会
に

第
六
回
県
民
体
育
大
会
魚
津

一

市
長
出
席

市
予
選
並
び
に
第
二
回
魚
津

一企
四
日
ハ
火
〉

市
民
体
育
大
会
開
催

一

市
議
会
建
設
委
員
会
及
び
厚

企
=
十
七
回
ハ
月
〉

一

生
委
員
会
開
催

市
議
菜
振
興
委
員
会
開
催

一

木
村
農
林
省
常
願
寺
建
設
事

下
中
島
地
区
市
勢
銀
興
委
員

一

務
所
長
早
月
川
合
口
用
水
事

会
開
催

一

棄
損
地
視
察
の
た
め
来
市

全
=
十
八
日
ハ
火
)

一

自
治
庁
主
催

「
町
村
合
併
と

文
化
財
保
存
会
理
事
会
開
催

一

地
方
財
政
懇
談
会
」
に
出
席

全

=

十

九

日

(
水
)

一

の
た
め
市
長
上
京

魚
津
地
区
市
勢
振
興
委
員
会

一
企
五
日
(
水
)

開
催

・

一

東
化
工
片
貝
谷
発
電
所
故
工

福
島
労
働
省
監
祭
官
、
悶
坂

一

式
に
寺
田
助
役
等
出
席

県
職
業
安
定
謀
長
代
理
等
失

一全

六

日

〈

木
〉

業
対
策
事
業
監
査
の
た
め
来

一

市
議
会
建
立
委
員
、
県
道
及

市

一

び
橋
梁
改
修
促
進
方
に
つ
き

全
三
十
日
ハ
木
〉

一

県
え
陳
情

母
子
家
庭
女
子
慰
安
漸
励
会

一

六
日
、

七
日
の
両
日
管
内
の

を
大
岩
で
開
催

一

稲
作
状
況
調
査
を
実
施

下
中
島
青
年
学
級
開
催
式

一
全
七
日
ハ
金
〉

全
三
十
一
日
(
金
)

一

上
中
島
地
区
敬
老
会
開
催

北
日
本
新
聞
社
主
講

「
富
山

一
企
八
日
(
土
)

博
」
座
談
会
に
市
長
出
席

一

定
例
市
教
育
委
員
会
開
催

八
月
一
日
ハ
土
)

一

遺
児
激
励
会
を
西
部
中
学
校

魚
津
市
壮
年
団
主
催

「
市
政

一

で
開
催

公
聴
会
」
に
市
長
出
席

一
全

+

日

ハ

月
)
・

全
=
日
ハ
日
)

一

市
議
会
建
設
委
員
協
議
会
開

放
牧
場
聞
き
を
西
布
施
白
尾

一

催

地
区
で
開
催

一

福
島
県
喜
多
方
町
長
等
行
政

全
三
日
ハ
月
〉

一

視
察
の
た
め
来
市

二
、
出
穂
が
梢
々
お
く
れ
て
い

る
。

三
、
病
害
虫
が
多
い
。

病
害
虫
の
被
害
は

稲
熱
病
が

一
番
多
く
、
外
に

二
化
螺
虫
や
黒
椿
象
、
黄
化

萎
縮
病
な
ど
が
出
て
お
り
ま

し
た
。

被
害
の
程
度
は

ひ
ど
い
二
四
七
六
反

中
ほ
ど
六
三
八

O
反

わ
る
い
八
三
七
八
反

@
こ
れ
か
ら
の
対
策
に
つ
い
て

ィ
、
出
穂
後
穂
首
稲
熱
の
発
生

は
多
分
に
予
想
さ
れ
る
と

〉』

て
二
化
螺
虫
も
秋
に
虫
が
出

る
事
も
予
想
さ
れ
る
か
ら

大
字
の
名
称
に
つ
い
て

魚
津
市
「
旧
魚
津
町
」
の

E
一
魚
津
市
大
字
東
小
路
、
臼
屋
小

し
い
大
字
の
呼
方
て
つ
い
て
左

一路

O
O番
地
ハ
以
上
は
町
が
不

記
の
通
り
御
知
ら
せ
し
ま
す
o

一
一
嬰
〉
右
の
通
り
魚
津
市
の
下
に

ハ
例
)

一
大
字
何
々
町
の
名
称
を
附
し
て

魚
摩
市
大
字
国
方
町

O
O番
地

一公
の
文
書
に
御
書
き
下
さ
い
。

但
し
次
の
二
ケ
所
は

之
が
防
除
を
充
分
に
や
ら

な
い
と
保
有
米
も
と
れ
な

い
農
家
が
出
来
る
と
思
い

ま
す
。

き
あ
皆
さ
ん
う
ん
と
防
除
に
努

め
ま
せ
う
。

7(1の依す
人出死女寄

一
確
立
と
い
う
点
か
ら
考
え
て
見
一
円
)
に
つ
い
て
観
光
と
関
係
の

一
ま
し
で
も
外
締
に
十
分
対
抗
し
一
あ
る
現
場
を
見
ま
し
た
が
、
そ

一
て
生
麗
し
得
る
よ
う
恒
久
的
保
一
の
規
模
の
偉
大
な
事
に
蹄
か
さ

一
謹
助
長
策
が
必
裂
で
あ
る
と
忠

一
れ
ま
し
た
c
そ
の
外
目
下
着
工

一
い
ま
す
。

一
中
の
も
の
で
出
力
十
一
万
三
千

一

次
に
漁
業
で
す
が
、
日
、
米
一
四
百
キ
ロ

W
と
い
う
大
き
な
発

私
が
今
度
北
日
本
新
聞
社
主
催
の
富
山
県
北
海
道
経
済
使
節
印

一
行
に
加
わ
っ
て
七
九
十
五

一
加
三
国
の
綿
業
協
定
に
基
づ
く
一
電
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と

日
よ
り
七
月
二
十
五
日
ま
で
の
間
北
海
道
庁
及
び
北
海
道
主
要
都
市
、
生
崖
工
場
な
ど
を
視
察

一漁
業
開
発
は
、
終
戦
後
漁
場
の
一
い
う
こ
と
で
し
た
。

し
て
き
ま
し
た
が
、
道
庁
で
は
副
知
事
、
商
工
部
長
に
、
各
市
で
は
市
長
、

議
会
代
表
、
商
工

一喪
失
と
漁
業
人
口
の
増
大
に
よ
一
以
上
は
視
察
に
よ
っ
て
感
じ

創
窮
所
議
員
、
富
山
県
人
会
の
方
々
な
ど
と
会
合
し
て
い
ろ
/
¥
創
価
談
を
重
ね
て
参
り
ま
し
た

一
っ
て
対
策
に
苦
慮
さ
れ
て
レ
ま
一
た
概
要
で
す
が
、
要
す
る
に
海

勾
で
，昨
感
じ
た
こ
と
を
二
」
ニ
申
し
て
見
た
い
と
思
い
ま
す
。
多
少
で
も
参
考
に
な
れ
ば

幸
に
存

一
し
た
。
北
海
道
水
産
業
殊
に
富

一
外
を
失
っ
た
日
本
と
し
て
は
、

付
け
。
つ
て
は
、
北
海
道
へ
一
者
が
多
数
あ
る
こ
と
を
聞
い
て

一
上
か
ら
考
え
て
見
ま
し
て
も
章
一

…
隊
側

織

機

鱗

離

職

糊

欝

開

問

問

明

渡
っ
た
こ
と
は
今
度
が
初
め
て
一
本
当
に
心
強
く
且
つ
非
常
に
親

一
要
な
こ
え
で
と
よ
果
せ
ら
れ

一

機川
護

ぐ

ぶ

ぶ

叩

轍

撃

北

海

道

に
は
ま
だ

で
あ
り
ま
し
た
の
で
芸
か
ら
て
く
感
じ
ま
し
た
o

北
海
道
の

一
て
い
る
北
海
道
の
役
割
は
非
常
一

三

邦

議

選

麟

醗

霊

〈

高

石

か
の
広
漠
た
る
原
野
と
洋
々
た
一
農
業
、
漁
業
等
以
、
わ
が
県
人
一
に
大
き
い
こ
と
を
痛
感
し
ま
し
一

写
山
い
議

Y
明
開
一
¥
海
麟
瞬
髄
悶
醐
嬢
機
繍

カ
主
・
り
ま
す
か
ら

る
北
海
の
蓄
を
眺
め
て
渡
道
一
に
よ
っ
て
重
き
を
な
し
て
い
る
一
た
。
札
幌
に
は
我
が
国
唯
一
の
一
回

線
ぶ

弘

一

機

醗

麟

闇

欝

螺

欝

内

地
か
ら
ど

L

第

一
の
印
象
は
、

一

と

云

っ

て

も

過

言
で
は
な
い
の

一
砂
糖
生
産
工
場
で
あ
る
。
日
本
一

長

議

議

論

題

輯

賜

欝

〈
入
植
し
た
方

北
海
道
こ
そ
敗
戦
後
に
お
け
一
で
あ
り
ま
す
。
北
海
道
の
墨
宋

一
甜
菜
製
糖
会
社
が
そ
れ
で
、
同

一向

山中一

mm線
機

織

醗

繭

闘

関

鱗

緩

醐酬

が
良
い
と
思
い
ま

る
我
が
日
本
に
残
さ
れ
た
唯
二
は
、
御
承
知
の
よ
う
に
広
大
な

一
会
社
並
び
に
甜
菜
農
場
を
見
学

一満

一
時
点

臨

機

繍

雌

醜

嫡

棚

機

議

す

。
然
し
こ
の
入

の
宝
庫
で
あ
る
と
感
じ
た
こ
と
一
る
耕
地
を
有
し
、
そ
の
経
営
状
一
い
た
し
ま
し
た
が
、
甜
菜
は、

一

山被いで札
機
欄
購
醐
磯
槻
清
鑑
緬
欄
繍

J
、
機
植
者
は
主
と
し
て

で

し

た

o

一

況

は

内

地

の

そ

れ

と

比

較

し

て

一

北

海

道

の

特

産

物

で

あ

っ

て

家

一

f
jy撚
麟

:

ィ

ベ

プ

ぷ

離

分
家
入
植
で
あ
り

平
雑
誌
絹
川
口
町
臥
町
一
政
制
服
以
誌
は
ヨ
一
月
引
時
刊
の
刊
日
誹
時
立
J
一一J
捌
翻
鱗
機
関
務
機
日
付γ
搾れ

十
万
人
で
す
が
、
そ
の
内
の
二
だ
/
¥
広
漠
た
る
未
開
発
土
地
一
陸
単
作
農
家
に
と
っ
て
大
い
に
一

怒
議

議

欝

饗

臨

調

7プ
観

植

よ
り
も
道
内
の

割
以
上
が
富
山
県
出
身
で
あ
る

一
が
あ
り
ま
す
の
で
此
の
開
発
は
一
学
ぶ
べ
き
だ
と
思
い
ま
し
た
。
一

一一?'一
弘
翻
勝
鱗
臨
機
醐
畿
臨
機
綴
臨
麟
希
望
者
が
庄
倒
的

と
い
う
こ
と
で
、
あ
ち
こ
ち
歩
一
既
懇
地
の
土
地
改
良
事
業
と
併

一
此
の
会
社
で
生
産
さ
れ
る
砂
糖
一

、
l
i
l
i

--
j
j
j
ai

l
で
昨
今
計
画
中
の

く
先
々
に
郷
土
人
多
数
の
歓
迎
一
せ
て
早
急
に
実
現
し
て
、
食
糧

一
は
、
園
内
消
費
量
か
ら
見
ま
す
一
山
県
か
ら
の
多
数
出
漁
人
に
と
一
入
植
戸
数
二
、

0
0
0戸
の
内

を
受
け
ま
し
た
が
、
農
業
、
漁
一
増
産
の
盤
充
強
化
を
図
る
こ
と

一
れ
ば
徴

三
九
る
も
の
か
も
知
れ

一
っ
て
、

E
に
明
る
い
希
誕
を
与

一
八
O
M
N
ま
で
が
道
内
の
分
家
入

業
、
工
業
各
方
宣
之
亘
り
武
功
一
な
目
下

η
設
が
君
。
食
団理
対
策

一
ま
ぜ
P
U
H
U

、
一週
内
自
給
体
制
の

一え
て
い
る
こ
と
は
勿
論
で
、
釧

一稿
者
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い

I
l

i

l
i
-
-
l
i
l
-
-

ト
l
i
l
11
1
1
1
11
1
1
i
l-
-
l
il

i

-

-

-

-
ー
一
路
市
に
お
い
て
漁
業
に
従
事
し

一
る
そ
う
で
す
。
な
ほ
最
近
耕
地

一
て
い
る
郷
土
人
多
数
に
会
い
ま

一
の
零
細
化
傾
向
が
反
映
し
て
入

赤

ち

ゃ

ん

の

健

康

診

査

τた
が
、
み
ん
な
非
常
に
雪

一
植
希
望
者
が
と
み
に
高
ま
っ
て

一

町

一
で
・
漁
業
の
将
来
に
つ
い
て
、
大

一
来
て
い
る
と
い
う
事
で

L
た
。

赤
ち
ゃ
ん
の
健
康
増
進
並
に

一小
学
校

一

赤
ち
ゃ
ん
は
漏
れ
な
く
診
査
一
き
な
期
待
と
希
望
を
持
っ
て
働
一
幸
に
先
進
者
多
数
を
擁
し
て
お

保
健
指
導
の
た
め

一

其
の
他
の
地
区
は
各
小
学
校

一

を
受
け
さ
せ
て
下
さ
い
。

一
い
て
お
ら
れ
る
こ
と
を
見
受
け
一

り
ま
す
か
ら
綿
業
、
農
業
の
両

来
る
八
月
十
七
日
か
ら

一
で
赤
ち
ゃ
ん
の
健
康
診
査
を
行

一
向
日
時
等
詳
し
い
こ
と
は
各
支

一
頼
も
し
く
感
じ
ま
し
た
o

一面
に
亘
り
出
漁
、
入
植
の
計
画

八
月
三
十
一
日
ま
で

一
い
ま
す
か
ら

一
所
か
ら
通
知
が
あ
り
ま
す
。

一

北
海
道
に
お
け
る
慌
源
開
発

一的
な
発
展
対
策
を
考
え
ね
ば
な

の
聞
に
各
支
所
毎
に

一

本
年
一
月
一
目
以
後
五
月
一一一

一

一も
非
常
に
盛
ん
で
私
等
一

行
は

一
ら
ぬ
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思

旧
魚
津
町
地
区
は
大
町
、
村
木

一

十
一
日
ま
で
の
聞
に
生
れ
た

一

一層
雲
峡

ハ
石
狩
川
上
流
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の
混

一
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す
o
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市
八
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ま
で
竺
市
農
村
青
少
年
ク
ラ
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ん

延

期

九

一ブ
ロ
ジ
ト
ヱ
ク

~
一
H
圃
場
審
査
会
開
催
さ
る
H

一
二
十
七
年
産
米
の
特
別
集
荷
一

一

明
る
い
農
村
を
築
く
た
め
に

A

制
度
に
よ
り
、
特
別
指
定
集
荷

三
農
業
改
良
に
努
力
し
て
い
る
恥

い
業
者
が
生
巌
者
か
ら
米
穀
の
売

~
一内
4
H
ク
ラ
プ
員
の
研
究
実
績

川
渡
ゃ
、

売
践
し
の
委
託
を
受
け

と
を
審
査
の
た
め
、
去
る
七
月
十

へ
る
こ
と
の
出
来
る
期
限
を
、
七
一

一
七
日
4
H
ク

ラ
プ
員
六

O
名
が

~
月
三
十
一
日
と
定
め
て
あ
り
ま
~
一参
加
し
て
国
場
の
巡
回
審
査
を

九
し
た
が
、
今
度
八
月
三
十
一
日
一

一実
施
し
た
と
こ
ろ
、
出
品

二
ハ

へ
ま
で
延
期
し
、
当
該
業
者
は
九
竺
点
の
内
次
の
ク

ラ
プ
員
が
市
長

V

月
三
日
ま
モ
に
政
府
の
売
渡
叉

ん
一
よ
り
優
良
賞
が
授
与
れ
さ
た
。

い
は
受
託
連
合
会
或
は
協
同
組
合
…

一

陀
悶
興
農
会
高
島
信
作

一
に
売
り
渡
し
、
若
し
く
は
ヲ
渡
ヘ

一
市
)
水
稲
品
種
比
較
研
究

~
し
の
委
託
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

A

一

道
坂
農
併
会
山
田
芳
雄

い
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
…

一
@
養
鶏
の
研
究

い
な
ほ
集
荷
累
進
奨
励
金
に
つ
凡

一

吉
島
興
農
会
畠
山
俊
夫

~
い
て
は
昭
和
二
十
八
年
七
月
三

A

一
@
り
ん
ご
栽
培
の
研
究

ハ
十
一
、日
ま
で
に
政
府
買
入
手
続

V

一

友
道
興
農
会
宮
島
清
作

い
を
完
了
し
た
数
量
に
対
し
交
付
~
一
@
ト
マ
ト
栽
培
に
つ
い

て

~
し
ま
す
が
、
そ
れ
以
後
の
分
に
(
一

怯
倉
耕
友
会
窪
田
幸
栄

い
つ
い
て
は
交
付
さ
れ
な
い
こ
と
ど
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水
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の
品
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較
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究
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口生亡

昭
和
二
十
八
年
度

魚
津
市
青
年
圏

指
導
者
講
習

市
青
年
団
体
の
健
全
な
発
達

と
、
そ
の
自
主
性
の
強
化
が
要

望
さ
れ
て
い
る
時
、
之
を
促
進

す
る
有
能
な
る
指
導
者
を
育
成

す
る
た
め
、
市
青
年
団
幹
部
と

し
て
、
必
要
な
激
護
と
技
能
を

団
体
的
生
活
訓
練
を
通
じ
て
体

得
せ
し
め
る
た
め
の
講
翌
会
が

開
か
れ
る
。

一
、
場
所

問
布
施
小
川
寺

光
学
坊

八
月
十
八
、
十
九
、

二
十
日

(二泊一一一

日〉
市
教
育
委
員
会

県
教
育
委
員
会

一、

後
援

市
連
青

一
、
受
講
者

現
在
凶
の
指
導

者
的
地
位
に
あ
り

叉
将
来
団
の
指
導

に
当
る
者

一
、
期
日

一、

主
催

民
謡
せ
り
込
蝶
穴

N
H
K
全
縦
一
放
送

な
ん
で
も
お
蝶
六
の
ぞ
み
か

ん
や
い
|

ヤ
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1
ソ

1
サ
ヨ
イ
カ
ノ
カ

シ
ヤ
イ

l

素
朴
な
歌
詞
、
音
頭
に
社
寺

に
踊
る
老
若
男
女
の
群
、
凡
そ

南
北
朝
時
代
頃
よ
り
伝
は
る
古

代
の
民
謡
と
し
て
親
し
ま
れ
て

い
る
「
せ
り
込
蝶
六
」
は
、
其

の
昔
藤
原
桧
若
君

ハ
約
八
百
年

以
前
)
が
武
を
捨
て
て
仏
門
に

帰
依
の
折
そ
の
一
門
が
門
途
叉

は
無
馴
を
慰
め
る
た
め
に
こ
の

踊
を
な
し
た
も
の
L
様
で
、
そ

の
後
幾
百
年
の
聞
の
変
遜
を
経

て
今
日
に
至
っ
て
い
る
が
、
去

る
十
一
日
火
宮
に
於
て
行
は
れ

?
「
せ
り
込
み
蝶
六
、
」
に
N
H
K

か
ら
こ
れ
を
録
音
し
た
が
、
十

五
日
の
全
国
向
放
送
さ
れ
る
。
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夜
間
開
館
の

実
施
に
ηJ
い
て

七
月
二
十
日
よ
り
皆
様
の
御

希
望
に
応
へ
本
年
も
夜
間
開
館

を
実
施
し
て
い
ま
す
が
非
常
な

御
好
評
を
得
て
お
り
ま
す
。
日

中
の
う
だ
る
暑
さ
は
海

へ
、
夜

の
散
歩
の
折
に
は
図
書
館
を
訪

ず
れ
読
書
を
楽
し
み
た
い
と
思

い
ま
す
。
学
生
生
徒
の
皆
さ
ん

は
な
る
べ
く
午
前
中
を
利
用
さ

れ
た
ら
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
。
、

私
達
館
員
一
同
も
接
切
っ
て
新

刊
蓄
の
整
理
を
い
そ
い
で
お
り

ま
す
か
ら
御
期
待
下
さ
い
。

向
夜
間
開
館
は
八
月
三
十
一

日
ま
で
実
施
い
た
し
ま
す
。
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催
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き
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@
去
る
十
一
日
蝉
し
ぐ
る
小
川

光
学
坊
で
古
く
か
ら
伝
は
っ

て
い
る
西
布
施
の
布
施
ん
谷

節
を
市
文
化
財
保
存
会
録
音

班
の
手
で
集
録
さ
れ
た
。

謡
い
手
は
今
年
六
十
一
才
の

畠
山
美
作
氏
、
対
談
者
は
光

学
坊
住
職
大
谷
清
端
師
で
、

夏
の
寺
院
の
庭
を
前
に
素
朴

な
一音
調
が
流
れ
る
。

今
で
は
殆
ん
ど
こ
の
歌
を
謡

は
う
と
す
る
者
も
な
く
な
っ

た
と
か
0

・

こ
の
素
朴
な
中
に
古
の
人
達

の
純
な
生
活
風
景
が
し
の
ば

れ
て
な
ん
と
か
続
け
た
い
。

⑨
今
度
県
図
書
館
協
会
か
ら
浜

多
由
利
、
木
下
豊
吉
、
守
谷

留
治
、
関
口
与
平
の
各
氏
が

私
財
を
図
書
館
の
為
に
な
げ

う
っ
て
尽
力
さ
れ
た
と
表
彰

せ
ら
れ
た
図
書
、
文
献
、
古

物
な
ど
は
進
ん
で
療
に
出
し

に
く
い
も
の
だ
が
、
そ
れ
だ

け
に
価
値
あ
る
も
の
と
云
ヘ

ト
品
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